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治
タイプライタ
渉外婚姻無効

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
住民票　各１通、外国人登録記載事項証明書、婚姻届記載事項証明書

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ

治
タイプライタ
タイ国

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
SU AREN

治
タイプライタ
スー　アレン

治
タイプライタ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
パート

治
タイプライタ
国籍

治
タイプライタ
西暦１９７２
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治
タイプライタ
申立人と相手方との婚姻は無効であることを確認するとの調停を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日ころ、相手方の勤務している
スナックで知り合いました。
２　申立人と相手方はしばらく交際した後、平成＊＊年＊＊月＊＊日に日本の
方式によって婚姻届を出しました。
３　相手方は申立人の家で同居することをせず、夫婦としての実態がない状態
です。相手方は、申立人と婚姻することで、日本での在留資格を得られると考
えて真実は婚姻する意思がなかったのではないかと思います。
４　申立人と相手方との婚姻の無効確認を求めるため、申立をしました。




